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1.目 的  近 年の圃場整備等によつて,水 田と排水路 との間に大 きな落差が生 じ,

魚類等が水 田を利用す ることが困難 となつている。そ こで,谷 汲地区の休耕 田に魚

道を設け, ビオ トープ水 田による生態系保 全を試みた。昨年はポンプ取水によ り,

24時 間魚道越流 を行 った ところ,本 来水 田には生起、しないオイカワが川 と間違 え

て遡 上した。今年はポ ンプ稼働時間を制限 し,ポ ンプ時 と降雨時における魚類の遡

L行 動の違 いに着 目す る と共に ビオ トープ水 田が生態系に与える影響 を解明 し,こ

れ らの 可能性や あ り方について考祭す る。

11.調 査方法  魚 道最 上段 に ビデオカメラ,水 田入 口にそで付 き胴細 を設置 し,遡

IL行動 の検討 を行 った。遡 上への影響要因 を把握す るために水温 ,水 位 ,越 流量及

び気象条件 も観測 した。 また,水 国内及び水 田周辺に生起、す る魚種 ・魚数を把握す

るために捕獲調査を行 った。

IⅡ,結 果 及び 考察  ポ ンプ時 と降 雨時 の遡 上行動 には違 いがみ られ た。そ の原 因 と

して,時 期 ,越 流 量そ して連続越流時間が挙げ られ る。①時期 :ポ ンプによる越流

では,R~l「B査 地周辺に生息す る魚類の直卵期 と重なる 6月 に,降 雨による場合は,梅

雨 ・台風 によ り多雨 となった 7月 に多 く遡 上していた。②越流 量 :魚 道 の流速 よ

り突進 速 度 が速 けれ ば遡 上可能 と判 断 で き るが ,少 雨 時 の越流 量 が少 ない場合 ,

遡 上 は ほ とん どみ られ なか った。 よって ,遡 上にはある程度の越流量は芝、要であ

る。③連続越流時間 :ポ ンプ時の越流は 24時 間であるが ,降 雨による越流の多 く

は 1時 間程度であった,降 雨による越流時間が短い場合 ,ポ ンプ時 と比べて遡上数

は少な く,一 方 ,多 雨によ り越流時間が長い とポンプ時 と比べて遡上数は多かった .

越流時間が長い,つ ま り降雨量が多 くなると排水路の水位が上昇 し,排 水路 と水 田

の落差が少な くな り,容 易に遡上できると考え られ る。また,越 流 の時間帯につい

ては,ポ ンプ時 と降雨時共に,水 温が上昇す る昼間に遡上数が多 く,夜 間では遡上

が少 ない ことが分かつた.魚 類別にみ ると,降 雨時 と比べてポンプ時は越流量が多

いため,速 い流れ を好むオイカワの遡 上が多 くみ られた。外来種のタイ リクバ ラタ

ナ ゴは どの時間帯において も遡上数が比較的多 く,ポ ンプ時 と比べて降雨時の遡上

教 も多かったが ,水 田内の稚魚の割合が高かつた ことか ら,今 年 も水 国内で大量繁

殖 した と考え られ る。4月 に実施 した池干 しで産卵床 となる二枚貝 を排除 したが,

排除 し切れなかった二枚貝 に産卵そ して孵化 し,繁 殖 した と思われ る.

IV.今 後 の展望  当 調査地域及び水 田内には,メ ダカや スジシマ ドジョウ小型種東

海型 ,そ して トンガ リササ ノハガイな ど絶滅危倶種 に指定 されている種 も生起、し,

豊かな生物層が存在 している。その一方で,タ イ リクバ ラタナ ゴの大量繁殖 といつ

た生態系のバ ランスの悪化 も招いて しまった。今後は,ポ ンプ稼働時間の調節や定

期的な池干 しの実施 な ど, ビオ トープ水 田の管理方法 を確立す るとともに,遡 上ヘ

の影響要因に関す る継続的な調査な ど更なる魚類の遡上行動 を解明す る必要がある。
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